
[[[[別紙別紙別紙別紙----1111]]]] 平成21年3月31日 平成20年3月31日実   績 計   画”安全は結果であり　常に存在するのは危険ばかりである”予 定 実 施 目 標 達成度1.防災ﾘｰﾀﾞの 1) 三郷町総務課主催の講習会 通期 100%  スキルアップ 等へ積極的に参加する2) 奈良県防災統括室主催の防災 通期 100%ｶﾚｯｼﾞ等へ積極的に参加する3) 日本防災士会奈良県支部の 通期 100%活動を推進する
2.地区住民の 1) 自主防災活動ﾆｭｰｽ(20-04号) H20/9 55会員  防災意識の向上 を発行する2) 自主防災活動ﾆｭｰｽ(20-05号) H20/11 55会員を発行する
3.自主防災活動 1) 普通救命講習を実施する H20/9 55会員  の実施･訓練 ・心肺蘇生法・AED(自動体外式除細器)  電気ショック4.防災組織の 1) 三郷町自主防災組織率(世帯 通期 60%  拡大 組織率：54%)の向上を図る2) 日本防災士会奈良県支部を H20/4結成設立する   [設立時会員１１２名](全国36支部･設立･活動中）

防災ﾘｰﾀﾞ　ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ
平成平成平成平成20202020年度年度年度年度　　　　秋留地区自主防災活動秋留地区自主防災活動秋留地区自主防災活動秋留地区自主防災活動　　　　計画計画計画計画・・・・実績表実績表実績表実績表 実 施 状 況・問 題 点(D･C） 問題点に対する今後の対策（A）重点活動項目[４つの柱](大項目） 推  進  内  容(P）（中項目） 月   日 評   価秋留地区の防災意識・防災力の向上を図り、安全で安心なまちづくりをめざす秋留地区住民全員の地震や風水害などの災害から死者を出さないよう今後５年間で取り組む基本理念（視点）減災目標（目的・目標）

[１つ目の柱]自ら学ぶ

[２つ目の柱]地区で共有する
[３つ目の柱]地区で体験学習する[４つ目の柱]皆で学び連携する

情報源：広報さんごう、消防署、警察署他情報源：県民だより、現在の安全･安心まちづくり推進課、日本建築防災協会他推進内容：・支部総会、事務局会議、役員会、防災研修、認定資格講習会、他支部との合同研修会、支部会員の課外研修、・研修･講演会や実技訓練等の実施
・地区住民と情報を共有化する・記録写真を活用して解りやすい内容　にする[防災ﾆｭｰｽの活動指導案で実施]
情報源：町総務課、連合･単一自治会長・防災技術力を体で学ぶ・実施毎にｱﾝｹｰﾄを募る

その他、推進中の項目・家具等の転倒、飛来･落下防止対策の実施[活動指導案で実施]・消火器･消火栓とﾎｰｽ取り扱い訓練（防災士4名と消防団員3名で実施）・普通救命講習会（応急手当指導員2名と防災士2名で実施）・簡易担架作り（応急手当指導印2名で実施）・ロープワーク訓練（防災士4名と消防団員3名で実施）・三角巾による応急手当訓練（応急手当指導員2名で実施）・ﾀｳﾝｳｵｯﾁﾝｸﾞ･防災ﾏｯﾌﾟ作り（防災士2名で実施）[活動指導案で実施]・図上訓練（ＤＩＧ）（防災士2名で実施）・炊き出し訓練（秋祭り実行委員会の炊き出し班で実施）・町総務課、連合自治会長、単一自治会長からの研修･講習会、講演会やイベント等には積極的に参加・秋留地区活動記録写真や奈良県支部広報等で広報活動・県、市町村主催の研修･講習会、講演会やｲﾍﾞﾝﾄ等には積極的に参加・秋留地区活動記録写真や奈良県支部広報で広報活動

・研修･講演会,実技訓練等の参加やまた依頼があれば積極的に実施・研修･講演会,実技訓練等の参加やまた依頼があれば積極的に実施

参加率の高いクリーンデーで配布･説明
予定の立たないものは％で記入し積極的に参加。また参加した結果、地区にとって大事な情報は自主防災活動ﾆｭｰｽ発行で水平展開

　補足説明



[[[[別紙別紙別紙別紙----2222]]]] 平成21年3月31日 平成20年3月31日実   績 計   画”安全は結果であり　常に存在するのは危険ばかりである”予 定 実 施 目 標 達成度1.防災ﾘｰﾀﾞの 1) 三郷町総務課主催の講習会 通期 9/7 100% 100% ･ 三郷町主催「防災講演会」講演  スキルアップ 等へ積極的に参加する 参加者：152名(視聴覚室)(質疑･応答時間不足と県との重複内容有り) ・2) 奈良県防災統括室主催の防災 通期 8/21 ･ 奈良県自主防犯･防災の講演会(下市町改善ｾﾝﾀｰ)ｶﾚｯｼﾞ等へ積極的に参加する 12/13 100% 100% ･ 総務省消防庁/奈良県主催の自主防災組織の充実強化に向けた出前講座（王寺町やわらぎ会館）1/10 ･ 防災功労者知事表彰「秋留地区自主防災会」を受賞3) 日本防災士会奈良県支部の 通期 6/29 100% 100% ･ 役員会開催(年間計画と連絡網等)活動を推進する (地域活動も取り上げた具体的ﾌﾟﾗﾝの計画が必要) ・8/9 ･ 防災研修：救助技術の習得(防災ｾﾝﾀｰ) 展開する8/24 ･ 役員会開催(宮城県防災指導士の件)10/5 ･ 大阪支部との合同研修(大阪市消防学校)10/5 ･ 役員会開催(支部長会議･防災指導員の件)10/5 ･ 奈良県支部へ地区活動報告書提出11/1 ･ 応急手当普及員認定資格を取得(大和･西川)11/11 ･ 役員会開催(日本防災士支部長会議の件)1/10 ･ 支部長講演「防災士の役割と奈良県支部の活動」1/15 ･ 役員会開催(広報担当､監査担当､総会予定等の件)3/1 ･ 役員会開催(第2回総会､規約改正､事業計画等の件)2.地区住民の 1) 自主防災活動ﾆｭｰｽ(20-04号) H20/9 8/5 55会員 100% ･ ｢救命講習会の案内」(20-04号)発行  防災意識の向上 を発行する 11/9 ･ ｢防災講演会」(20-05号)発行2) 自主防災活動ﾆｭｰｽ(20-05号) H20/11 11/9 55会員 100% ･ ｢救命講習会」(20-06号)発行を発行する 11/9 ･ 「大阪支部と合同研修」(20-07号)発行2/8 ･ 「救命講習会のｱﾝｹｰﾄ結果」(21-08号)発行 ・2/8 ･ 「功労賞の受賞等」(21-09号)発行3) 追加実施・（緊急時のﾎﾟｹｯﾄ版発行） 2/8 ･ 「AEDの設置場所とTEL」のﾎﾟｹｯﾄ版を再発行　　　　　 ・（防災士認証取得者の増員） 3/1 ･ 岡島三千男氏防災士認証取得3.自主防災活動 1) 普通救命講習を実施する H20/9 9/21 55会員 33名 ･ 秋留32名+茶垣内1名特別受講  の実施･訓練 ・心肺蘇生法 9/21 ･ 受講後､ｱﾝｹｰﾄを配布・AED(自動体外式除細器) (若年層の受講者不足とｱﾝｹｰﾄ回収不足) ・  電気ショック 11/18 ･ 岡島吉寛氏:ｼﾞｬｯｷ1点広岡氏:ﾉｺｷﾞﾘ3点ﾊﾞｰﾙ2点 ・2) ・追加実施・（三種の神器寄贈募集） 2/9 ･ 岡島勝彦氏:ﾊﾞｰﾙ2点 ・ｼﾞｬｯｷの寄贈を継続実施する          ・（連合･単一自治会体験学習） 3/7,15 防災ｾﾝﾀｰ体験学習(3/7茶垣内15名･3/15自連21名)11/5.1/20 ･ 担架購入：\15.000  ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ購入:\6.8154.防災組織の 1) 三郷町自主防災組織率(世帯 通期 5/10 60% 63% ･ 勢野自治連合12自治会長に組織化促進の講演（総務課同席）  拡大 組織率：54%)の向上を図る 3/8 ･ 茶垣内、平隆寺　2組織化結成 ・8/3 ･ 明治団地(11名)防災講演（何をしたら?ﾏﾝﾈﾘ化？）具体的活動内容と継続実施ﾎﾟｲﾝﾄを講演2) 日本防災士会奈良県支部を H20/4 4/27 100% 100% ･ H19.10.5会員の情報収集結成設立する [設立時会員１１２名] 会員112名 会員124名 ･ H19.11.20呼びかけ設立･総会開催 ･ 奈良県支部への入会者を募る(全国36支部･設立･活動中） ･ 4/27「奈良県支部」の設立･発足式

余談は避け､重複内容は直前確認する
期初に事業計画を立案･作成しPDCA

組織率前年比の10％向上する
ｱﾝｹｰﾄは当日回収する
2/8のｱﾝｹｰﾄで提案の秋留地区ﾀｳﾝｳｵｯﾁﾝｸﾞを計画･実施する
次回の普通救命講習は若年層を対象

防災ﾘｰﾀﾞ　ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ
平成平成平成平成20202020年度年度年度年度　　　　秋留地区自主防災活動秋留地区自主防災活動秋留地区自主防災活動秋留地区自主防災活動　　　　計画計画計画計画・・・・実績表実績表実績表実績表 実 施 状 況・問 題 点(D･C） 問題点に対する今後の対策（A）重点活動項目(大項目） 推  進  内  容(P）（中項目） 月   日 評   価基本理念（視点） 秋留地区の防災意識・防災力の向上を図り、安全で安心なまちづくりをめざす減災目標（目的・目標） 秋留地区住民全員の地震や風水害などの災害から死者を出さないよう今後５年間で取り組む

実施した内容、工夫したこと、良かったこと、反省点、問題点、町総務課情報等を簡潔に記入 改善点、廃止又は継続実施、新規推進項目、会員からの要望項目等を簡潔に記入
反省点
問題点

反省点工夫点
工夫点

良かった点良かった点
良かった点

工夫点良かった点総務課情報
新規提案良かった点


